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した「シリコンOLED（OLEDoS）」を׬成さͤ、

৽製඼に採用した。

　20年10月には、Αり高精細化したOLEDoS

を౥ࡌした、࣍ੈ୅スマートグラス用光ֶϞ

ジϡールを開発し、֎ൢ展開を発දした。開

発したのは、同社最ઌ୺の光ֶٕज़を౥ࡌし

た、ୈ4ੈ୅スマートグラス向け光ֶエンジン

「7M�40」だ。࣍ੈ୅MO7ERIOシリーズ向け

に展開するほか、ޙࠓ大きな成長が期଴される

ຽ生や産業ྖҬのスマートグラス市場に向け、

ϞϕϦΦʹ����QQJγϦίϯ0-&%を౥ࡌ

　ηイコーエプソン㈱は、ARスマートグラス

の「MO7ERIO（ϞϕリΦ）」を2011年から製඼

展開している。17年には、௒高精細なマイク

ロ有機ELディスプレーを౥ࡌしたスマートグ

ラス「MO7ERIO BT300」を発දした。ैདྷ඼

は高Թϙリシリコン（HTPS）ディスプレーを用

いていたが、同社の࣋つ半ಋମとディスプレー

製造ٕज़を࢖ۦし、0.43型で約3400ppiを実ݱ

ηΠίʔΤϓιϯ
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光ֶエンジンϞジϡールの֎ൢも開࢝した。

　৽開発の光ֶエンジンは、エプソンಠࣗの

OLEDoSディスプレーと光ֶٕज़にΑり、同社

ैདྷ製඼比で精細度1.5ഒ、コントラスト5ഒ、

画֯1.5ഒを実ݱした。スマートグラスの開発、

製造を検討している開発ऀやࣄ業ऀは、このਐ

化した光ֶエンジンを活用することで、高画࣭

なシースルーө૾を実ݱする、スマートグラス

の開発や製造がՄೳになる。

　同製඼のスϖックは、OLEDoSディスプレー

＝0.453型、ղ૾度／リフレッシϡレート＝

1920ʷ1080／60H[、ࢹೝً度＝1000cd�m2、

コントラスト＝50ສɿ1、画֯＝34 （˃対֯）。

　同社は、MO7ERIOシリーズを、実ࡍのར用

、఺にཱち、ຽ生・産業ྖҬに向けて展開ࢹऀ

৽しいར用シーンの૑ग़をਐめてきた。こうし

た活動の中で、ಛ定のར用シーンに対してଟく

のカスタマイズ要๬が、Ϣーβーから寄ͤられ

ているという。

　また、৽型コロφウイルスײછのੈք的な拡

大にΑり、業຿用途では、製造業などのԕִ࡞

業ࢧԉにおけるスマートグラスのニーズが高

まっている。ݸਓར用においても、ࡏ୐でө画

やSNS動画をࢹௌするといった૥͝もり需要

などもあり、ޙࠓもスマートグラス市場は拡大

を౿まえ、スマーگ向にある。このΑうなঢ়܏

トグラスにΑる৽しいϢーβーՁ஋の૑造を加

଎す΂く、光ֶエンジンϞジϡールの֎ൢを開

࢝したという。MO7ERIO׬成඼ࣄ業の成長

だけでなく、コアとなる光ֶエンジン֎ൢをも

う一つのϏジネスの֩として、スマートグラス

にٻめられる༷ʑなコアٕज़を有する企業との

パートφーシップにΑる、ハーυウエアプラッ

トフォームをߏஙしていく。

ޫֶΤϯδϯʮ7.���ʯ౥ࡌϞσル΋ల։

　関連ձ社のエプソンൢ売㈱では、ϞϕリΦの

৽঎඼として、コントローラーηットϞデル

「BT�40S」とϔッυηット୯ମϞデル「BT�40」

をൢ売している。

　ディスプレーには、エプソンಠࣗのOLEDoS

を採用し、光ֶエンジン「7M�40」を౥ࡌした。

ղ૾度はフルHD、画֯34 で˃、5mઌで120型

૬当、2.5mઌで60型૬当の高精細でഭྗの大

画面ө૾をࢹௌできる。ϔッυηット部には、

ղ ૾ 度1920ʷ1080の0.453型OLEDoSを ౥

ӈのଆ部に光ֶ系を内ଂして投ࣸө૾ࠨ、しࡌ

をプリズムで反ࣹさͤ、前面のハーフϛラー層

に24Citカラー（約1677ສ৭）のө૾をөͤる。

重さは約165g、シΣーυ、έーブルなどをআく

重さは約95g。

　BT�40Sのコントローラーには約3型のタッ

ν パ ネ ル を 採 用。OSにAndroidを ౥ ࡌ し、

ޫֶΤϯδϯʮ7.���ʯは����QQJ
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　 市 場 規 模 や 需 要 見 通 し か ら、 こ れ ま で

OLEDoSへ の 参 入 に 慎 重 だ っ たSamsung 

DisplayとLG Displayがここにきて本格参入す

る意思を示していることから、真空蒸着装置や

メタルマスク市場に韓国の装置・部材メーカー

が本格的に参入しつつある。以下に真空蒸着装

置メーカーの取り組みをまとめるが、これには

OLEDoS用に限らず、あらゆるパネルサイズの

有機EL向けを含む。

アルバックは大型対応を推進

　㈱アルバックは、有機EL向けにRGB真空蒸

着装置「ZELDAシリーズ」と薄膜封止装置「CEE

シリーズ」を展開している。真空蒸着装置は早

くからG5.5クォーターやG4.5フルサイズ用装

置の納入実績を上げ、G6Hの量産機を供給でき

る数少ない企業の1つだ。

　21年度（22年6月期）のFPD製造装置は、売

上高が前年度比49％増の813億円、受注高が

同10％増の805億円と好調だった。受注高の

内訳は、液晶が5割強（約7割が大型）、有機EL

が4割弱、その他が約1割。22年度からの前倒

し受注は40億円程度で、タブレットやPCなど

IT用液晶向けの投資が当初の想定以上に活発

化したことが寄与した。

　22年度におけるFPD製造装置の売上高とし

て同19％減の660億円、受注高として同22％

減の630億円を計画している。21年度に急増

したIT用液晶への投資の反動があるものの、IT

用有機ELの量産投資に備えて大型スパッタ装

置などの受注拡大を狙う。受注高の内訳は、液

晶が3割半ば（ほぼ大型向け）、有機ELが5割

強、その他が1割半ばを見込む。中国FPDメー

カーのライン投資や高精細化／高生産性を意図

真空蒸着装置

韓国企業の参入意欲高まる

　有機EL発光層を形成する真空蒸着装置は、

有機EL関連製造装置のなかで最大の市場規模

を形成している。真空蒸着装置には、キヤノ

ントッキとアルバック、ブイ・テクノロジー

の日系3社に加え、韓国のSFAエンジニアリ

ング（SFA Engineering）とサニックシステ

ム（SUNIC System）、そして米国のApplied 

Materialが参入している。ちなみに、韓国の

SNU PrecisionはSFA Engineeringが買収して

傘下に収めた。

　スマートフォン向け中小型有機ELの量産に

用いられる蒸着装置は、ガラス基板を水平に搬

送するタイプが主流だが、G6ハーフ（G6H）対

応の量産ラインはラインの全長が100m以上に

及ぶ。このため、フットプリントを縮小して面

積あたりの生産性を高める取り組みとして、ガ

ラス基板を縦で搬送・成膜する縦型装置が開発

されている。すでにG6H用をジャパンディス

プレイ（JDI）に納入済みのApplied Materialに

加えて、ブイ・テクノロジーも開発中だ。

　有機ELの用途をスマートフォンからパソ

コンなどのIT用に拡大するため、Samsung 

DisplayやLG Displayが ガ ラ ス 基 板 をG8.5

以上に大型化する投資を検討している。一

方、シリコンバックプレーンを用いるマイク

ロ有機ELディスプレー（OLED on Silicon＝

OLEDoS）用はウエハーサイズが基準となるた

め、装置の大型化は必要ない。OLEDoSメー

カーの米イメージン（eMagin）は、かつて韓国

のSNU Precision製の真空蒸着装置を採用して

いた。

OLEDoS 製造技術
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